
資料２８

各都道府県の将来負担比率（市町村平均）の健康診断表

（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分）

全国平均（６０．０）以上 全国平均（６０．０）未満

悪化

「要治療」であるが前年度よりも改善

「要治療」であるが前年度よりも悪化

「健康」でかつ前年度よりも改善

「健康」であるが前年度よりも悪化

茨城県 54.9
63.6

△8.7ﾎﾟｲﾝﾄ

福島県 40.3

55.2

△14.9ﾎﾟｲﾝﾄ

佐賀県 35.6
43.5

△7.9ﾎﾟｲﾝﾄ

群馬県 43.7

54.3

△10.6ﾎﾟｲﾝﾄ 静岡県 55.565.9△10.4ﾎﾟｲﾝﾄ 岐阜県 －※
10.3

△10.3ﾎﾟｲﾝﾄ

栃木県 27.7

35.4

△7.7ﾎﾟｲﾝﾄ

102.9

岩手県 82.7△20.2ﾎﾟｲﾝﾄ

都道府県名平成23年度将来負担比率 平成24年度将来負担比率－平成23年度将来負担比率平成24年度将来負担比率※各項目の見方
１８団体

２８団体

０団体０団体

○将来負担比率が全国平均以上（「要治療」である）の団体は２８団体で、奈良県を含むこれら全ての団体が前年度よりも改善。○将来負担比率が全国平均未満（「健康」である）の団体は１９団体で、このうち１８団体が前年度よりも改善。（１団体は変動なし）

三重県 45.0

55.1

△10.1ﾎﾟｲﾝﾄ 山梨県 57.1

66.7

△9.6ﾎﾟｲﾝﾄ

宮城県 76.4

94.8

△18.4ﾎﾟｲﾝﾄ
徳島県 20.1

29.1

△9.0ﾎﾟｲﾝﾄ
長崎県 44.2

51.7

△7.5ﾎﾟｲﾝﾄ
埼玉県 41.4

50.3

△8.9ﾎﾟｲﾝﾄ 香川県 55.3

64.1

△8.8ﾎﾟｲﾝﾄ

滋賀県 35.1

48.2

△13.1ﾎﾟｲﾝﾄ兵庫県 93.9

111.6

△17.7ﾎﾟｲﾝﾄ 富山県 125.8

142.6

△16.8ﾎﾟｲﾝﾄ鳥取県 99.3

113.3

△14.0ﾎﾟｲﾝﾄ大阪府 87.4

102.9

△15.5ﾎﾟｲﾝﾄ 石川県 103.0

115.8

△12.8ﾎﾟｲﾝﾄ 岡山県 72.6

85.3

△12.7ﾎﾟｲﾝﾄ奈良県 109.5

121.8
△12.3ﾎﾟｲﾝﾄ 島根県 152.2

164.3

△12.1ﾎﾟｲﾝﾄ 北海道 75.1

87.2

△12.1ﾎﾟｲﾝﾄ 秋田県 96.4

108.0

△11.6ﾎﾟｲﾝﾄ千葉県 68.6

77.3

△8.7ﾎﾟｲﾝﾄ 福井県 66.1

74.7

△8.6ﾎﾟｲﾝﾄ 山形県 81.2

89.2

△8.0ﾎﾟｲﾝﾄ 広島県 136.3

144.2

△7.9ﾎﾟｲﾝﾄ愛知県 64.2

71.9

△7.7ﾎﾟｲﾝﾄ 和歌山県 92.3

99.4

△7.1ﾎﾟｲﾝﾄ 神奈川県 120.5

127.1

△6.6ﾎﾟｲﾝﾄ 山口県 69.6

76.1

△6.5ﾎﾟｲﾝﾄ
福岡県 96.0

103.8

△7.8ﾎﾟｲﾝﾄ
愛媛県 61.3

70.3

△9.0ﾎﾟｲﾝﾄ

高知県 71.1

86.9

△15.8ﾎﾟｲﾝﾄ

熊本県 72.5

78.8

△6.3ﾎﾟｲﾝﾄ沖縄県 63.7

69.4

△5.7ﾎﾟｲﾝﾄ 新潟県 109.1

113.0

△3.9ﾎﾟｲﾝﾄ 京都府 161.0

164.8

△3.8ﾎﾟｲﾝﾄ

青森県 111.9

124.4

△12.5ﾎﾟｲﾝﾄ

東京都 －※－※ 変動なし

宮崎県 53.2

65.9

△12.7ﾎﾟｲﾝﾄ

改善
大分県 35.6
42.9

△7.3ﾎﾟｲﾝﾄ 長野県 21.0

27.8

△6.8ﾎﾟｲﾝﾄ 鹿児島県 45.0

49.3

△4.3ﾎﾟｲﾝﾄ
※ 表中の「－」は、0.0未満を示す。「健康」とは、将来負担比率が「健康」とは、将来負担比率が「健康」とは、将来負担比率が「健康」とは、将来負担比率が全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。「要治療」とは、将来負担比率が「要治療」とは、将来負担比率が「要治療」とは、将来負担比率が「要治療」とは、将来負担比率が全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。
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資料２９

奈良県内各市町村の将来負担比率の健康診断表

（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分）

全国平均（６０．０）以上 全国平均（６０．０）未満

改

善

悪
化

「要治療」であるが前年度よりも改善

「要治療」であるが前年度よりも悪化

「健康」でかつ前年度よりも改善

「健康」であるが前年度よりも悪化

野迫川村 △0.3

57.1

△57.4ﾎﾟｲﾝﾄ 天川村 35.6

78.7

△43.1ﾎﾟｲﾝﾄ王寺町 △43.2△14.0

△29.2ﾎﾟｲﾝﾄ山添村 △7.6

14.6

△22.2ﾎﾟｲﾝﾄ 黒滝村 △43.0△21.4

△21.6ﾎﾟｲﾝﾄ 川西町 △14.3

5.5

△19.8ﾎﾟｲﾝﾄ葛城市 48.3

65.1

△16.8ﾎﾟｲﾝﾄ
195.0

御所市 164.7△30.3ﾎﾟｲﾝﾄ

市町村名平成23年度将来負担比率 平成24年度将来負担比率－平成23年度将来負担比率平成24年度将来負担比率※各項目の見方
１８団体１６団体

４団体
１団体

○将来負担比率が全国平均以上（「要治療」である）の団体は１７団体で、このうち１６団体が前年度よりも改善し、１団体が悪化。○将来負担比率が全国平均未満（「健康」である）の団体は２２団体で、このうち１８団体が前年度よりも改善し、４団体が悪化。

下北山村 △130.8

△115.7

△15.1ﾎﾟｲﾝﾄ十津川村 △32.7

△18.8

△13.9ﾎﾟｲﾝﾄ

香芝市 191.6

218.1

△26.5ﾎﾟｲﾝﾄ
生駒市 △64.5

△53.0

△11.5ﾎﾟｲﾝﾄ田原本町 51.8

63.2

△11.4ﾎﾟｲﾝﾄ安堵町 △9.4

1.4

△10.8ﾎﾟｲﾝﾄ 曽爾村 4.7

13．9 △9.2ﾎﾟｲﾝﾄ

斑鳩町
21.8

17.9 ＋3.9ﾎﾟｲﾝﾄ三郷町 △5.6

△16.1 ＋10.5ﾎﾟｲﾝﾄ

上北山村 △31.9

4.8

△36.7ﾎﾟｲﾝﾄ 御杖村 △94.3△63.0

△31.3ﾎﾟｲﾝﾄ

大淀町 △27.0△18.5

△8.5ﾎﾟｲﾝﾄ川上村 △316.0

△310.8

△5.2ﾎﾟｲﾝﾄ 東吉野村 59.1

62.5

△3.4ﾎﾟｲﾝﾄ
三宅町

41.6

39.4 ＋2.2ﾎﾟｲﾝﾄ明日香村
45.4

44.6 ＋0.8ﾎﾟｲﾝﾄ平群町
235.6

211.9 ＋23.7ﾎﾟｲﾝﾄ

五條市 137.2

162.4

△25.2ﾎﾟｲﾝﾄ大和郡山市126.4

151.0

△24.6ﾎﾟｲﾝﾄ広陵町 97.0

113.8

△16.8ﾎﾟｲﾝﾄ上牧町 207.2

226.9

△19.7ﾎﾟｲﾝﾄ 高取町 153.8

168.8

△15.0ﾎﾟｲﾝﾄ大和高田市100.9

112.9

△12.0ﾎﾟｲﾝﾄ橿原市 96.5

105.5

△9.0ﾎﾟｲﾝﾄ 吉野町 89.7

97.8

△8.1ﾎﾟｲﾝﾄ 奈良市 196.5

204.0

△7.5ﾎﾟｲﾝﾄ 宇陀市 192.0

197.6

△5.6ﾎﾟｲﾝﾄ河合町 249.1

253.8

△4.7ﾎﾟｲﾝﾄ 天理市 102.4

104.5

△2.1ﾎﾟｲﾝﾄ 下市町 118.7

120.6

△1.9ﾎﾟｲﾝﾄ 桜井市 109.0

109.6

△0.6ﾎﾟｲﾝﾄ「健康」とは、将来負担比率が「健康」とは、将来負担比率が「健康」とは、将来負担比率が「健康」とは、将来負担比率が全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。「要治療」とは、将来負担比率が「要治療」とは、将来負担比率が「要治療」とは、将来負担比率が「要治療」とは、将来負担比率が全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。
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（単位：％）奈 良 市 226.9 奈 良 市 213.9 奈 良 市 209.4 奈 良 市 204.0 奈 良 市 196.5大 和 高 田 市 176.3 大 和 高 田 市 151.7 大 和 高 田 市 122.0 大 和 高 田 市 112.9 大 和 高 田 市 100.9大 和 郡 山 市 210.1 大 和 郡 山 市 191.9 大 和 郡 山 市 174.2 大 和 郡 山 市 151.0 大 和 郡 山 市 126.4天 理 市 91.5 天 理 市 88.1 天 理 市 95.1 天 理 市 104.5 天 理 市 102.4橿 原 市 147.8 橿 原 市 122.3 橿 原 市 108.4 橿 原 市 105.5 橿 原 市 96.5桜 井 市 177.4 桜 井 市 151.2 桜 井 市 126.8 桜 井 市 109.6 桜 井 市 109.0五 條 市 232.2 五 條 市 203.9 五 條 市 170.1 五 條 市 162.4 五 條 市 137.2御 所 市 292.3 御 所 市 259.3 御 所 市 229.4 御 所 市 195.0 御 所 市 164.7生 駒 市 △ 23.0 生 駒 市 △ 20.6 生 駒 市 △ 31.5 生 駒 市 △ 53.0 生 駒 市 △ 64.5香 芝 市 288.6 香 芝 市 263.2 香 芝 市 231.0 香 芝 市 218.1 香 芝 市 191.6葛 城 市 102.6 葛 城 市 94.2 葛 城 市 84.0 葛 城 市 65.1 葛 城 市 48.3宇 陀 市 249.6 宇 陀 市 227.8 宇 陀 市 198.1 宇 陀 市 197.6 宇 陀 市 192.0山 添 村 96.7 山 添 村 70.8 山 添 村 32.1 山 添 村 14.6 山 添 村 △ 7.6平 群 町 250.2 平 群 町 249.5 平 群 町 225.2 平 群 町 211.9 平 群 町 235.6三 郷 町 39.4 三 郷 町 15.4 三 郷 町 △ 0.4 三 郷 町 △ 16.1 三 郷 町 △ 5.6斑 鳩 町 29.5 斑 鳩 町 15.7 斑 鳩 町 15.2 斑 鳩 町 17.9 斑 鳩 町 21.8安 堵 町 △ 4.5 安 堵 町 9.7 安 堵 町 △ 6.8 安 堵 町 1.4 安 堵 町 △ 9.4川 西 町 50.0 川 西 町 43.4 川 西 町 26.4 川 西 町 5.5 川 西 町 △ 14.3三 宅 町 121.1 三 宅 町 102.9 三 宅 町 93.4 三 宅 町 39.4 三 宅 町 41.6田 原 本 町 84.7 田 原 本 町 81.8 田 原 本 町 66.3 田 原 本 町 63.2 田 原 本 町 51.8曽 爾 村 116.0 曽 爾 村 72.7 曽 爾 村 40.8 曽 爾 村 13.9 曽 爾 村 4.7御 杖 村 18.5 御 杖 村 △ 1.2 御 杖 村 △ 35.2 御 杖 村 △ 63.0 御 杖 村 △ 94.3高 取 町 251.8 高 取 町 224.0 高 取 町 209.1 高 取 町 168.8 高 取 町 153.8明 日 香 村 92.6 明 日 香 村 86.3 明 日 香 村 57.8 明 日 香 村 44.6 明 日 香 村 45.4上 牧 町 306.0 上 牧 町 273.0 上 牧 町 245.9 上 牧 町 226.9 上 牧 町 207.2王 寺 町 55.6 王 寺 町 43.1 王 寺 町 14.0 王 寺 町 △ 14.0 王 寺 町 △ 43.2広 陵 町 173.8 広 陵 町 149.7 広 陵 町 133.1 広 陵 町 113.8 広 陵 町 97.0河 合 町 279.4 河 合 町 271.8 河 合 町 257.7 河 合 町 253.8 河 合 町 249.1吉 野 町 164.2 吉 野 町 129.9 吉 野 町 96.7 吉 野 町 97.8 吉 野 町 89.7大 淀 町 14.4 大 淀 町 5.5 大 淀 町 △ 10.0 大 淀 町 △ 18.5 大 淀 町 △ 27.0下 市 町 149.3 下 市 町 143.1 下 市 町 120.2 下 市 町 120.6 下 市 町 118.7黒 滝 村 54.8 黒 滝 村 25.4 黒 滝 村 9.6 黒 滝 村 △ 21.4 黒 滝 村 △ 43.0天 川 村 105.6 天 川 村 82.6 天 川 村 56.8 天 川 村 78.7 天 川 村 35.6野 迫 川 村 110.7 野 迫 川 村 62.4 野 迫 川 村 17.6 野 迫 川 村 57.1 野 迫 川 村 △ 0.3十 津 川 村 △ 78.7 十 津 川 村 △ 52.6 十 津 川 村 △ 33.3 十 津 川 村 △ 18.8 十 津 川 村 △ 32.7下 北 山 村 △ 24.8 下 北 山 村 △ 50.9 下 北 山 村 △ 69.3 下 北 山 村 △ 115.7 下 北 山 村 △ 130.8上 北 山 村 86.2 上 北 山 村 61.5 上 北 山 村 37.1 上 北 山 村 4.8 上 北 山 村 △ 31.9川 上 村 △ 88.3 川 上 村 △ 101.1 川 上 村 △ 100.8 川 上 村 △ 310.8 川 上 村 △ 316.0東 吉 野 村 175.7 東 吉 野 村 125.3 東 吉 野 村 85.6 東 吉 野 村 62.5 東 吉 野 村 59.1県県県県 平平平平 均均均均 165.0165.0165.0165.0 県県県県 平平平平 均均均均 148.9148.9148.9148.9 県県県県 平平平平 均均均均 133.1133.1133.1133.1 県県県県 平平平平 均均均均 121.8121.8121.8121.8 県県県県 平平平平 均均均均 109.5109.5109.5109.5全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 100.9100.9100.9100.9 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 92.892.892.892.8 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 79.779.779.779.7 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 69.269.269.269.2 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 60.060.060.060.0

Ｈ24年度Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度
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将来負担比率が全国平均より下回っている（「健康」である）奈良県内市町村数の推移
資料３０

○全国平均を下回っている団体数は、Ｈ２４年度決算では１団体増加し２２団体となった。○前年度と比較すると、天川村が全国平均を新たに下回ることとなった。： 全国平均を下回っている団体 ： 全国平均以上であるが県内市町村平均を下回っている団体

※「健康」とは、将来負担比率が全国平均未満であることをいう。
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奈良県内各市町村の将来負担比率の対前年度比較奈良県内各市町村の将来負担比率の対前年度比較奈良県内各市町村の将来負担比率の対前年度比較奈良県内各市町村の将来負担比率の対前年度比較

良好 将来負担比率 要改善
○前年度より改善した団体数は３４、悪化した団体数は５。

○野迫川村、天川村などの改善ポイントが特に大きく、一方、平群町、三郷町などの悪化ポイントが

特に大きい。

資料３１

-130.8 -94.3 -64.5 -43.2 -43.0 -32.7 -31.9 -27.0 -14.3 -9.4 -7.6 -5.6 -0.3 4.7 21.8 35.6 41.6 45.4 48.3 51.8 59.1 89.7 96.5 97.0 100.9 102.4 109.0 118.7 126.4 137.2 153.8 164.7 191.6 192.0 196.5 207.2 235.6 249.1 

-115.7 -63.0 -53.0 -14.0 -21.4 -18.8 4.8 -18.5 5.5 1.4 14.6 -16.1 57.1 13.9 17.9 78.7 39.4 44.6 65.1 63.2 62.5 97.8 105.5 113.8 112.9 104.5 109.6 120.6 151.0 162.4 168.8 195.0 218.1 197.6 204.0 226.9 211.9 253.8 

-200.0 -150.0 -100.0 -50.0 0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0①川上村

②下北山村

③御杖村

④生駒市

⑤王寺町

⑥黒滝村

⑦十津川村

⑧上北山村

⑨大淀町

⑩川西町

⑪安堵町

⑫山添村

⑬三郷町

⑭野迫川村

⑮曽爾村

⑯斑鳩町

⑰天川村

⑱三宅町

⑲明日香村

⑳葛城市

㉑田原本町

㉒東吉野村

㉓吉野町

㉔橿原市

㉕広陵町

㉖大和高田市

㉗天理市

㉘桜井市

㉙下市町

㉚大和郡山市

㉛五條市

㉜高取町

㉝御所市

㉞香芝市

㉟宇陀市

㊱奈良市

㊲上牧町

㊳平群町

㊴河合町

H24※下線の数値がＨ２４の将来負担比率

H23

（-316.0 ← -310.8）

改善 悪化

※○内の数字は、県内順位

全国平均６０．０
県内市町村平均１０９．５
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平成２４年度各都道府県の将来負担比率平成２４年度各都道府県の将来負担比率平成２４年度各都道府県の将来負担比率平成２４年度各都道府県の将来負担比率（市町村平均）（市町村平均）（市町村平均）（市町村平均）の状況の状況の状況の状況

○奈良県内市町村の平均は１０９．５％。（全国平均は６０．０％）

○東京都、岐阜県など１４団体が５０％未満と特に低く、京都府、島根県が１５０％以上と特

に高くなっている。

資料３２

北海道75.1
青森県111.9秋田県96.4 岩手県82.7山形県81.2

東京都0.0未満
宮城県76.4福島県40.3栃木県27.7新潟県109.1 茨城県54.9千葉県68.6群馬県43.7埼玉県41.4神奈川県120.5岡山県72.6 静岡県55.5長野県21.0愛知県64.2福井県66.1 山梨県57.1岐阜県0.0未満富山県125.8石川県103.0滋賀県35.1和歌山県92.3 三重県45.0

鹿児島県45.0
大阪府87.4奈良県109.5兵庫県93.9京都府161.0島根県152.2 鳥取県99.3山口県69.6 広島県136.3 香川県55.3高知県71.1宮崎県53.2

愛媛県61.3 徳島県20.1長崎県44.2 大分県35.6福岡県96.0佐賀県35.6熊本県72.5
沖縄県63.7

350.0％以上350.0％以上350.0％以上350.0％以上 (０団体)(０団体)(０団体)(０団体)200.0～350.0％未満200.0～350.0％未満200.0～350.0％未満200.0～350.0％未満 (０団体)(０団体)(０団体)(０団体)150.0～200.0％未満150.0～200.0％未満150.0～200.0％未満150.0～200.0％未満 (２団体)(２団体)(２団体)(２団体)100.0～150.0％未満100.0～150.0％未満100.0～150.0％未満100.0～150.0％未満 (７団体）(７団体）(７団体）(７団体） 50.0～100.0％未満 50.0～100.0％未満 50.0～100.0％未満 50.0～100.0％未満 (24団体)(24団体)(24団体)(24団体) 50.0％未満 50.0％未満 50.0％未満 50.0％未満 (14団体)(14団体)(14団体)(14団体)
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平成２４年度奈良県内各市町村の将来負担比率の状況平成２４年度奈良県内各市町村の将来負担比率の状況平成２４年度奈良県内各市町村の将来負担比率の状況平成２４年度奈良県内各市町村の将来負担比率の状況

○将来負担比率の県内市町村平均は１０９．５％。（全国平均は６０．０％）

○川上村、下北山村など２０団体が５０％未満と特に低く、河合町、平群町、上

牧町が２００％以上と特に高くなっている。

奈良市196.5 山添村△7.6天理市102.4
生駒市△64.5

宇陀市192.0
大和郡山市126.4

曽爾村4.7
平群町235.6香芝市191.6 斑鳩町21.8

御杖村△94.3
三郷町△5.6 桜井市109.0葛城市48.3 橿原市96.5田原本町51.8広陵町97.0

御所市164.7
川西町△14.3

大和高田市100.9
大淀町△27.0

河合町249.1
明日香村45.4上牧町207.2
下市町118.7 吉野町89.7 東吉野村59.1

川上村△316.0五條市137.2 天川村35.6

安堵町△9.4
王寺町△43.2

高取町153.8

上北山村△31.9野迫川村△0.3 下北山村△130.8十津川村△32.7

三宅町41.6
黒滝村△43.0

資料３３

(０団体)200.0～350.0％未満(３団体)150.0～200.0％未満(５団体)100.0～150.0％未満(６団体) 50.0～100.0％未満(５団体)(20団体)
350.0％以上
50.0％未満
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市町村税徴収率 順位 市町村税徴収率 順位 市町村税徴収率 順位 市町村税徴収率 順位
滋賀県 94.1 3 93.9 3 94.2 3 94.8 2

京都府 95.7 1 95.5 1 95.5 1 96.0 1

大阪府 94.5 2 94.2 2 94.4 2 94.8 2

兵庫県 93.5 4 93.1 4 93.2 4 93.5 4

奈良県 91.3 5 91.3 5 91.5 5 92.1 6

和歌山県 90.6 6 90.8 6 91.5 5 92.2 5

全国平均 93.6 93.3 93.3 93.7

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

94.1

93.9

94.2

94.8

95.7

95.5 95.5

96.0

94.5

94.2

94.4

93.5

93.1

93.2

93.5

91.3 91.3

92.1

90.6

90.8

91.5

92.2

93.6

93.3
93.3

93.7

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

兵庫県

大阪府

京都府

和歌山県

滋賀県

近畿２府４県の市町村税徴収率（市町村平均）の推移近畿２府４県の市町村税徴収率（市町村平均）の推移近畿２府４県の市町村税徴収率（市町村平均）の推移近畿２府４県の市町村税徴収率（市町村平均）の推移

資料３４

良好

要改善
奈良県奈良県奈良県奈良県

全国平均

○平成２３年度は、すべての府県が前年度より改善した。

○和歌山県の改善（０．７ポイント）が、奈良県の改善（０．６ポイント）を上回ったため、

最下位となった。

平成２４年度他府県

数値は未公表

奈良県：９２．８％
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資料３５

平成２３年度各都道府県の市町村税徴収率（市町村平均）の健康診断表

（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分）

全国平均（Ｈ２３決算９３．７）未満 全国平均（Ｈ２３決算：９３．７）以上

改善悪化

「要治療」であるが前年度よりも改善

「要治療」であるが前年度よりも悪化

「健康」でかつ前年度よりも改善

「健康」であるが前年度よりも悪化都道府県名平成22年度税徴収率 平成23年度税徴収率－平成22年度税徴収率平成23年度税徴収率※各項目の見方

１０団体

３３団体

０団体

３団体

○税徴収率が全国平均以上（「健康」である）の団体は１０団体で、これら全ての団体が前年度よりも改善。○税徴収率が全国平均未満（「要治療」である）の団体は３７団体で、このうち奈良県を含む３３団体が前年度よりも改善し、３団体が悪化。（１団体は変動なし。）
和歌山県92.2

91.5

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 大分県 93.4

92.8

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ
高知県 92.5

91.8

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ
三重県 92.5

92.0

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ 群馬県 91.2

90.7

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ
岐阜県 92.4

91.8

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ
静岡県 93.0

92.6

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ
栃木県 89.5

89.0

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ
茨城県 90.5

89.9

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ
岩手県 92.0

91.6

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ
山口県 93.1

92.7

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ
沖縄県 91.1

90.1

＋1.0ﾎﾟｲﾝﾄ 長崎県 91.6

90.8

＋0.8ﾎﾟｲﾝﾄ 佐賀県 93.5

92.8

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ

熊本県 91.5

91.1

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ 千葉県 91.5

91.2

＋0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 宮崎県 92.7

92.6

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ鳥取県 93.2

93.0

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ徳島県 91.9

91.8

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

滋賀県 94.8

94.2

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ山梨県 89.4

88.5

＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ長野県 92.2

91.5

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ山形県 91.7

91.2

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ北海道 92.5

92.1

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ兵庫県 93.5

93.2

＋0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 福井県 89.1

88.8

＋0.3ﾎﾟｲﾝﾄ富山県 93.3

93.1

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ 新潟県 93.1

92.9

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ青森県 90.3

90.2

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

京都府 96.0

95.5

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ愛知県 95.3

94.8

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ 愛媛県 94.5

94.0

＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ島根県 96.1

95.7

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ 神奈川県 95.7

95.3

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ大阪府 94.894.4 ＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ 福岡県 94.2

93.8

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ東京都 96.1
95.9

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ 広島県 95.3
95.2

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ
奈良県 92.1

91.5

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ

宮城県
91.5

91.6 △0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 石川県
91.4

91.5 △0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 秋田県
90.6

90.7 △0.1ﾎﾟｲﾝﾄ
福島県 90.2

90.2

変動なし

埼玉県 92.2

91.8

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ 鹿児島県 92.2

91.8

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ
香川県 93.5

93.3

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ
岡山県 93.5

93.3

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ
「健康」とは、税徴収率が「健康」とは、税徴収率が「健康」とは、税徴収率が「健康」とは、税徴収率が全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、税徴収率が「要治療」とは、税徴収率が「要治療」とは、税徴収率が「要治療」とは、税徴収率が全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。
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資料３６

平成２４年度奈良県内各市町村の税徴収率の健康診断表

（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分）

全国平均（Ｈ２３決算：９３．７）未満 全国平均（Ｈ２３決算：９３．７）以上

改善
悪化

「要治療」であり前年度よりも改善

「要治療」であるが前年度よりも悪化

「健康」でかつ前年度よりも改善

「健康」であるが前年度よりも悪化

田原本町 93.1

92.1

＋1.0ﾎﾟｲﾝﾄ 御所市 92.6

91.6

＋1.0ﾎﾟｲﾝﾄ 大淀町 92.0

91.0

＋1.0ﾎﾟｲﾝﾄ 曽爾村
92.0

＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ奈良市
91.3

安堵町 91.5

90.6

＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ 宇陀市 91.1

90.2

＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ 御杖村 93.2

92.5

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ生駒市 91.4

90.7

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ
葛城市 93.2

93.2

変動なし

平群町 96.8

86.0

＋10.8ﾎﾟｲﾝﾄ 三宅町 98.0＋1.5ﾎﾟｲﾝﾄ 桜井市 95.5

94.0

＋1.5ﾎﾟｲﾝﾄ 東吉野村 94.9

93.6

＋1.3ﾎﾟｲﾝﾄ黒滝村 97.5

96.8

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 川西町 96.0

95.3

＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 広陵町 95.2

94.6

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ 吉野町 94.0

93.6

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ王寺町 98.5

98.4

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 斑鳩町 95.6

95.5

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

大和郡山市
93.2

93.3 △0.1ﾎﾟｲﾝﾄ三郷町
90.1

90.4 △0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 天川村
91.9

92.3 △0.4ﾎﾟｲﾝﾄ下市町
88.8

89.5 △0.7ﾎﾟｲﾝﾄ野迫川村
92.2

93.4 △1.2ﾎﾟｲﾝﾄ
上北山村

98.1

98.3 △0.2ﾎﾟｲﾝﾄ山添村
98.2

98.4 △0.2ﾎﾟｲﾝﾄ 95.8

96.1 △0.3ﾎﾟｲﾝﾄ下北山村
98.4

98.8 △0.4ﾎﾟｲﾝﾄ明日香村
97.3

97.8 △0.5ﾎﾟｲﾝﾄ十津川村
94.2

95.0 △0.8ﾎﾟｲﾝﾄ

市町村名平成23年度税徴収率 平成24年度税徴収率－平成23年度税徴収率平成24年度税徴収率※各項目の見方

１５団体

１１団体

５団体 ７団体

○税徴収率が全国平均以上（「健康」である）の団体は１８団体で、このうち１１団体が前年度よりも改善し、７団体が前年度よりも悪化。○税徴収率が全国平均未満（「要治療」である）の団体は２１団体で、このうち１５団体が前年度よりも改善し、５団体が悪化。（１団体は変動なし。）
92.9

96.5

河合町 95.3

95.2

＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

川上村
高取町

94.1

94.2 △0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

92.2＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ 上牧町 91.5

90.9

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ天理市 91.8

91.4

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ
五條市 92.9

92.3

＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ 93.1

92.7

＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ香芝市
橿原市 93.2

93.0

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ大和高田市 91.4

91.2

＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ

「健康」とは、税徴収率が「健康」とは、税徴収率が「健康」とは、税徴収率が「健康」とは、税徴収率が全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、税徴収率が「要治療」とは、税徴収率が「要治療」とは、税徴収率が「要治療」とは、税徴収率が全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。全国平均未満であることをいう。
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奈 良 市 90.8 奈 良 市 90.9 奈 良 市 90.9 奈 良 市 91.3大 和 高 田 市 89.9 大 和 高 田 市 88.9 大 和 高 田 市 89.9 大 和 高 田 市 91.2大 和 郡 山 市 92.2 大 和 郡 山 市 92.1 大 和 郡 山 市 92.7 大 和 郡 山 市 93.3天 理 市 91.0 天 理 市 91.3 天 理 市 90.8 天 理 市 91.4橿 原 市 93.1 橿 原 市 93.0 橿 原 市 92.9 橿 原 市 93.0桜 井 市 91.4 桜 井 市 91.7 桜 井 市 92.0 桜 井 市 94.0五 條 市 92.0 五 條 市 91.3 五 條 市 91.0 五 條 市 92.3御 所 市 83.8 御 所 市 85.6 御 所 市 90.5 御 所 市 91.6生 駒 市 89.7 生 駒 市 89.8 生 駒 市 90.1 生 駒 市 90.7香 芝 市 91.7 香 芝 市 91.6 香 芝 市 92.0 香 芝 市 92.7葛 城 市 91.5 葛 城 市 92.3 葛 城 市 92.9 葛 城 市 93.2宇 陀 市 88.7 宇 陀 市 88.0 宇 陀 市 88.6 宇 陀 市 90.2山 添 村 97.1 山 添 村 97.3 山 添 村 97.8 山 添 村 98.4平 群 町 84.9 平 群 町 84.9 平 群 町 85.6 平 群 町 86.0三 郷 町 92.2 三 郷 町 92.0 三 郷 町 91.1 三 郷 町 90.4斑 鳩 町 95.5 斑 鳩 町 95.3 斑 鳩 町 95.5 斑 鳩 町 95.5安 堵 町 92.8 安 堵 町 91.6 安 堵 町 91.0 安 堵 町 90.6川 西 町 95.6 川 西 町 95.5 川 西 町 94.9 川 西 町 95.3三 宅 町 92.2 三 宅 町 93.2 三 宅 町 94.3 三 宅 町 96.5田 原 本 町 90.1 田 原 本 町 90.2 田 原 本 町 90.2 田 原 本 町 92.1曽 爾 村 88.5 曽 爾 村 88.0 曽 爾 村 89.6 曽 爾 村 92.0御 杖 村 93.8 御 杖 村 93.2 御 杖 村 93.1 御 杖 村 92.5高 取 町 94.0 高 取 町 94.9 高 取 町 94.2 高 取 町 94.2明 日 香 村 99.0 明 日 香 村 98.8 明 日 香 村 98.2 明 日 香 村 97.8上 牧 町 88.7 上 牧 町 89.8 上 牧 町 90.7 上 牧 町 90.9王 寺 町 97.8 王 寺 町 98.1 王 寺 町 98.1 王 寺 町 98.4広 陵 町 93.0 広 陵 町 93.3 広 陵 町 93.7 広 陵 町 94.6河 合 町 93.6 河 合 町 93.9 河 合 町 94.3 河 合 町 95.2吉 野 町 94.3 吉 野 町 93.5 吉 野 町 92.7 吉 野 町 93.6大 淀 町 91.2 大 淀 町 90.6 大 淀 町 90.8 大 淀 町 91.0下 市 町 91.6 下 市 町 91.0 下 市 町 90.2 下 市 町 89.5黒 滝 村 93.8 黒 滝 村 95.9 黒 滝 村 96.3 黒 滝 村 96.8天 川 村 94.8 天 川 村 92.9 天 川 村 93.0 天 川 村 92.3野 迫 川 村 87.2 野 迫 川 村 90.8 野 迫 川 村 95.9 野 迫 川 村 93.4十 津 川 村 96.3 十 津 川 村 96.1 十 津 川 村 95.6 十 津 川 村 95.0下 北 山 村 99.5 下 北 山 村 99.3 下 北 山 村 99.1 下 北 山 村 98.8上 北 山 村 98.9 上 北 山 村 98.5 上 北 山 村 98.7 上 北 山 村 98.3川 上 村 96.2 川 上 村 96.5 川 上 村 96.5 川 上 村 96.1東 吉 野 村 87.6 東 吉 野 村 89.3 東 吉 野 村 91.2 東 吉 野 村 93.6県県県県 内内内内 市市市市 町町町町 村村村村 平平平平 均均均均 91.391.391.391.3 県県県県 内内内内 市市市市 町町町町 村村村村 平平平平 均均均均 91.391.391.391.3 県県県県 内内内内 市市市市 町町町町 村村村村 平平平平 均均均均 91.591.591.591.5 県県県県 内内内内 市市市市 町町町町 村村村村 平平平平 均均均均 92.192.192.192.1全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 93.693.693.693.6 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 93.393.393.393.3 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 93.393.393.393.3 全全全全 国国国国 平平平平 均均均均 93.793.793.793.7

Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 （単位：％）： 全国平均を上回っている団体 ： 全国平均未満であるが県内市町村平均を上回っている団体

15

14

15 15

13

14

15

16

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

市町村税徴収率が全国平均より上回っている（「健康」である）奈良県内市町村数の推移 資料３７

○全国平均を上回っている団体数は、１５団体程度で推移。

※「健康」とは、市町村税徴収率が全国平均を上回っていることをいう。
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98.4 98.8 98.4 98.3 96.5 96.8 97.8 86.0 95.3 96.1 95.5 94.0 95.2 94.6 93.6 95.0 94.2 93.6 92.5 93.2 93.0 93.3 92.1 92.7 92.0 92.3 91.6 93.4 91.3 91.0 92.3 91.4 90.9 90.6 90.7 91.2 90.2 90.4 89.5 

98.5 98.4 98.2 98.1 98.0 97.5 97.3 96.8 96.0 95.8 95.6 95.5 95.3 95.2 94.9 94.2 94.1 94.0 93.2 93.2 93.2 93.2 93.1 93.1 92.9 92.9 92.6 92.2 92.2 92.0 91.9 91.8 91.5 91.5 91.4 91.4 91.1 90.1 88.8 

84.0 86.0 88.0 90.0 92.0 94.0 96.0 98.0 100.0①王寺町

②下北山村

③山添村

④上北山村

⑤三宅町

⑥黒滝村

⑦明日香村

⑧平群町

⑨川西町

⑩川上村

⑪斑鳩町

⑫桜井市

⑬河合町

⑭広陵町

⑮東吉野村

⑯十津川村

⑰高取町

⑱吉野町

⑲御杖村

⑲葛城市

⑲橿原市

⑲大和郡山市

㉓田原本町

㉓香芝市

㉕曽爾村

㉕五條市

㉗御所市

㉘野迫川村

㉘奈良市

㉚大淀町

㉛天川村

㉜天理市

㉝上牧町

㉝安堵町

㉟生駒市

㉟大和高田市

㊲宇陀市

㊳三郷町

㊴下市町

特別土地保有税の不納欠損

奈良県内各市町村の税徴収率の対前年度比較奈良県内各市町村の税徴収率の対前年度比較奈良県内各市町村の税徴収率の対前年度比較奈良県内各市町村の税徴収率の対前年度比較

H23

H24※下線の数値がH２４の税徴収率

要改善 市町村税徴収率 良好○県内市町村平均は０.７ポイント改善し、９２．８％。

○前年度より改善した団体数は２６、悪化した団体数は１２、変動なしが１。

資料３８

悪化 改善
全国平均９３．７（H23決算）

※○内の数字は、県内順位

県内市町村平均９２．８
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平成２３年度各都道府県の税徴収率（市町村平均）の状況平成２３年度各都道府県の税徴収率（市町村平均）の状況平成２３年度各都道府県の税徴収率（市町村平均）の状況平成２３年度各都道府県の税徴収率（市町村平均）の状況

○奈良県内市町村の平均は９２．１％。（全国平均は９３．７％）

○東京都、島根県、京都府、神奈川県、愛知県、広島県が９５％以上と特に高く、

福井県、山梨県、栃木県が９０％未満と特に低くなっている。

資料３９

北海道92.5
青森県90.3秋田県90.6 岩手県92.0山形県91.7

東京都96.1
宮城県91.5福島県90.2栃木県89.5新潟県93.1 茨城県90.5千葉県91.5群馬県91.2埼玉県92.2神奈川県95.7岡山県93.5 静岡県93.0長野県92.2愛知県95.3福井県89.1 山梨県89.4岐阜県92.4富山県93.3石川県91.4滋賀県94.8和歌山県92.2 三重県92.5

鹿児島県92.2
大阪府94.8奈良県92.1兵庫県93.5 京都府96.0島根県96.1 鳥取県93.2山口県93.1 広島県95.3 香川県93.5高知県92.5宮崎県92.7

愛媛県94.5 徳島県91.9長崎県91.6 大分県93.4福岡県94.2佐賀県93.5 熊本県91.5
沖縄県91.1

95.0％以上 （５団体）

90.0～ 95.0％未満（39団体）

85.0～ 90.0％未満（３団体）

85.0％未満 （０団体）
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平成２４年度奈良県内各市町村の税徴収率の状況平成２４年度奈良県内各市町村の税徴収率の状況平成２４年度奈良県内各市町村の税徴収率の状況平成２４年度奈良県内各市町村の税徴収率の状況

○市町村税徴収率の県内市町村平均は９２.８％。

（全国平均は3月公表予定 平成23年度全国平均：93.7%）

○市部の徴収率は改善がみられるものの依然低迷している。

奈良市92.2 山添村98.2天理市91.8
生駒市91.4

宇陀市91.1
大和郡山市93.2

曽爾村92.9
平群町96.8香芝市93.1 斑鳩町95.6

御杖村93.2
三郷町90.1 桜井市95.5葛城市93.2 橿原市93.2田原本町93.1広陵町95.2
御所市92.6

川西町96.0
大和高田市91.4

大淀町92.0
河合町95.3

明日香村97.3上牧町91.5
下市町88.8 吉野町94.0 東吉野村94.9

川上村95.8五條市92.9 天川村91.9

安堵町91.5
王寺町98.5

高取町94.1

上北山村98.1野迫川村92.2 下北山村98.4十津川村94.2

三宅町98.0
黒滝村97.5

(５団体)96.0～98.0％未満 (４団体)94.0～96.0％未満 (９団体)92.0～94.0％未満 (12団体）90.0～92.0％未満 (８団体)(１団体)
98.0％以上
90.0％未満

資料４０
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王 寺 町下 北 山 村山 添 村上 北 山 村三 宅 町黒 滝 村明 日 香 村平 群 町川 西 町川 上 村斑 鳩 町桜 井 市河 合 町広 陵 町東 吉 野 村十 津 川 村高 取 町吉 野 町大和郡山市橿 原 市葛 城 市御 杖 村香 芝 市田 原 本 町五 條 市曽 爾 村御 所 市奈 良 市野 迫 川 村大 淀 町
宇 陀 市三 郷 町下 市 町
天 川 村天 理 市安 堵 町上 牧 町大和高田市生 駒 市

平成２４年度税徴収率と現年課税分収入済額・滞納繰越分収入済額の割合平成２４年度税徴収率と現年課税分収入済額・滞納繰越分収入済額の割合平成２４年度税徴収率と現年課税分収入済額・滞納繰越分収入済額の割合平成２４年度税徴収率と現年課税分収入済額・滞納繰越分収入済額の割合○税徴収率が高い団体は、現年課税分の徴収率が高く、収入済額に占める滞納繰越額の割合が小さい。新たな滞納を発生させないことが、高い徴収率を維持するポイント。○ 王寺町（９９．７％）は現年課税分の徴収率が非常に高いこと、三宅町（５８．４％）、桜井市（４０．２％）は滞納繰越分の徴収率が高いことから、税徴収率が高い。
99.7

99.4

99.3

99.5

98.6

98.4

98.4
98.2

98.2

98.1
12.6

22.5

18.0

23.4

22.7

20.5

19.1
98.5%

98.4%

90.0
0

87.0 95.0 100.0

この表の見方収入済額に占める現年課税分の割合（％）

99.7

99.8

99.7

98.4
98.4

98.2 23.4 収入済額に占める滞納繰越分の割合（％）

98.5%

98.4%

98.2%

98.1%

98.0%

97.5%

97.3%

96.8%

96.0%

95.8%

95.6%

95.5%

95.3%

95.2%

94.9%

94.2%

94.1%

94.0%

93.2%

93.2%

93.1%

93.1%

92.9%

92.9%

92.6%

92.2%

92.2%

92.0%

91.9%

91.8%

91.5%

91.5%

91.4%

91.4%

91.1%

90.1%

88.8%

97.9

99.0

99.7

99.0

0.3

0.2

0.3

99.7 0.3

2.1

1.0

1.0

98.9 1.1

99.0 1.0

98.9 1.1

97.6 2.4

98.9 1.1

98.7 1.3

98.0 2.0

99.6 0.4

98.9 1.1

98.3 1.7

93.2%

98.5 1.5

93.2%

98.8 1.2

98.6 1.4

97.9 2.1

98.4 1.6

98.0 2.0

98.0 2.0

99.0 1.0

98.1 1.9

98.3 1.7

99.2 0.8

98.4 1.6

98.5 1.5

98.1 1.9

97.7 2.3

98.4 1.6

98.0 2.0

98.9 1.1

97.7 2.3

98.7 1.3

98.9 1.1

合計徴収率（％） 上段：合計徴収率（％）下段：収入済額に占める現年分課税と滞納繰越分の割合（％）

0.3

資料４１
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　○県平均のラスパイレス指数は、過去５年間いずれの年も、市・町村とも全国平均を下回っている。　○市町村のラスパイレス指数は、平成２０年から２３年にかけて県平均・全国平均ともに、わずかながら　　上昇傾向にあったが平成２４年に大きく上昇。　※　平成２４年のラスパイレス指数の上昇は、給与改定特例法により、平成２４年度の国家公務員給与が　　平均７.８％減額されたことによる影響。

市平均町村平均市平均町村平均
※　ラスパイレス指数の平均値は、各団体の職員数による加重平均。
全国奈良県区　　分 98.4

平成20年 91.198.8
平成22年96.8

　　措置が無いとした場合の参考値。
96.190.5 103.3（95.5）98.3 96.591.7 106.9（98.8）95.194.2※　平成24年の括弧内の数値は、国家公務員の時限的な（平成24年4月～平成26年3月末）給与改定特例法による

平成23年平成21年

奈良県内市町村のラスパイレス指数の推移奈良県内市町村のラスパイレス指数の推移奈良県内市町村のラスパイレス指数の推移奈良県内市町村のラスパイレス指数の推移

98.894.6 95.3
平成24年105.2（97.2）100.4（92.7）96.090.8

96.1
96.0

96.8

96.5

105.2（97.2）

90.5

90.8

91.1

91.7

100.4（92.7）

98.3
98.4

98.8 98.8

106.9（98.8）

94.2

94.6

95.1
95.3

103.3（95.5）

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

108.0

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

全国市平均全国市平均全国市平均全国市平均
全国町村平均全国町村平均全国町村平均全国町村平均
県内市平均県内市平均県内市平均県内市平均
県内町村平均県内町村平均県内町村平均県内町村平均

【ラスパイレス指数】全地方公共団体を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国家公務員の俸給月額を100として計算した4月1日時点の指数。

資料４２資料４２資料４２資料４２
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108.0～108.9

109.0～109.9

110.0～110.9

111.0～
平成２４年全国市区町村における奈良県内各市町村のラスパイレス指数の状況

低

高

○全国の市町村とラスパイレス指数を比較すると、生駒市、平群町、橿原市、大和郡山市などが高く、上牧町や下北山村などが低くなっている。○全国平均以上の団体数は６、全国平均以下の団体数は３３となっている。※ 本表のラスパイレス指数は、国家公務員の給与減額措置（平成24年4月～平成26年3月末）が反映された平成２４年４月時点での指数のため、全国的に市町村の指数は高い（全国平均：Ｈ24=106.8、Ｈ23=98.9）。

団体数（全国）

香芝市 106.5 斑鳩町 106.4(↓1184位)  (↓1167位)奈良市 104.9 御所市104.1(↓870位)          (↓724位)川上村 105.5(↑985位) 

黒滝村 98.4(↑105位) 下市町 99.9 葛城市 99.8 広陵町 99.5 吉野町 99.4(↓212位)      (↓197位)       (↓178位)       (↓168位)  五條市100.9 十津川村100.6 安堵町 100.1 川西町 100.1(↑290位)          (↑271位)          (↓224位)          (↑224位)  
河合町 97.9 野迫川村97.7(↓84位)      (↑76位) 

宇陀市 103.8 山添村 103.6 王寺町 103.6 高取町103.0(↑682位) (↓637位)     (↓637位)        (↓535位)

上北山村 95.3(↓36位)

大和高田市 102.7 明日香村 102.6 三郷町 102.3 御杖村 102.3 大淀町 102.0(↓494位) (↓480位) (↑442位)    （↑442位)   (↑407位)

三宅町 96.8(↑49位)

全国平均１０６．８
全国平均以上

全国平均以下

生駒市 108.9 平群町 108.9 橿原市 108.2 大和郡山市 108.1(↓1543位） (↓1543位) (↓1456位)           (↓1444位)
ラ

ス

パ

イ

レ

ス

指

数

天理市 107.4 桜井市 107.4(↑1347位) (↓1347位)  

東吉野村 101.9 田原本町 101.6 曽爾村 101.4(↑399位)           (↓376位)          (↑351位)  

天川村 93.6(↑22位) 上牧町 92.5 下北山村 92.5(↓12位)    (↑12位) 【ラスパイレス指数】全地方公共団体を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国家公務員の俸給月額を100として計算した4月1日時点の指数。※括弧内は、全国1,742団体における順位。↑は前年順位より上昇。↓は前年順位より低下したことを示す。
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　奈良県内各市町村のラスパイレス指数（参考値）の健康診断表（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分）
全国平均（９８．７）以上 全国平均（９８．７）未満

低

下

上
昇

「要治療」であるが前年度よりも低下

「要治療」でかつ前年度よりも上昇

「健康」でかつ前年度よりも低下天理市 99.2

99.6

△0.4ﾎﾟｲﾝﾄ

市町村名平成23年ラスパイレス指数 平成24年ラスパイレス指数－平成23年ラスパイレス指数平成24年ラスパイレス指数※各項目の見方

１団体 ８団体

５団体 ２２団体

○ラスパイレス指数が全国平均以上の団体は６団体で、このうち１団体が前年よりも低下。○ラスパイレス指数が全国平均未満の団体は３３団体で、このうち８団体が前年よりも低下し、２２団体が上昇、３団体が変動なし。※ 経年比較のため、このページでのラスパイレス指数は、国家公務員の給与減額措置（平成24年4月～平成26年3月末）が無いものとした場合の「参考値」の指数。

橿原市
100.0

96.4 ＋3.6ﾎﾟｲﾝﾄ平群町
100.6

93.2 ＋7.4ﾎﾟｲﾝﾄ 生駒市
100.6

100.2 ＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ
桜井市

99.2

98.9 ＋0.3ﾎﾟｲﾝﾄ

東吉野村 94.1

96.4

△2.3ﾎﾟｲﾝﾄ 黒滝村 90.8

92.5

△1.7ﾎﾟｲﾝﾄ 三宅町 89.4

91.1

△1.7ﾎﾟｲﾝﾄ 川西町 92.5

93.7

△1.2ﾎﾟｲﾝﾄ 三郷町 94.5

94.8

△0.3ﾎﾟｲﾝﾄ宇陀市 95.8

96.1

△0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 川上村 97.4

97.5

△0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 曽爾村 93.5

93.6

△0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

大和郡山市
99.9

99.6 ＋0.3ﾎﾟｲﾝﾄ 上牧町
85.4

80.2 ＋5.2ﾎﾟｲﾝﾄ 高取町
95.1

92.9 ＋2.2ﾎﾟｲﾝﾄ 田原本町
93.8

91.9 ＋1.9ﾎﾟｲﾝﾄ 下市町
92.2

90.3 ＋1.9ﾎﾟｲﾝﾄ大和高田市
94.8

93.1 ＋1.7ﾎﾟｲﾝﾄ
上北山村

87.9

86.3 ＋1.6ﾎﾟｲﾝﾄ 安堵町
92.4

90.8 ＋1.6ﾎﾟｲﾝﾄ 吉野町
91.7

90.2 ＋1.5ﾎﾟｲﾝﾄ 御所市
96.2

94.9 ＋1.3ﾎﾟｲﾝﾄ 香芝市
98.4

97.1 ＋1.3ﾎﾟｲﾝﾄ
河合町

90.3

89.1 ＋1.2ﾎﾟｲﾝﾄ 斑鳩町
98.3

97.2 ＋1.1ﾎﾟｲﾝﾄ 山添村
95.7

94.8 ＋0.9ﾎﾟｲﾝﾄ 明日香村
94.7

93.9 ＋0.8ﾎﾟｲﾝﾄ 野迫川村
90.3

89.6 ＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ
広陵町

91.8

91.1 ＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 葛城市
92.2

91.6 ＋0.6ﾎﾟｲﾝﾄ 王寺町
95.5

95.0 ＋0.5ﾎﾟｲﾝﾄ十津川村
92.9

92.5 ＋0.4ﾎﾟｲﾝﾄ 奈良市
96.9

96.7 ＋0.2ﾎﾟｲﾝﾄ
御杖村

94.4

94.3 ＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 下北山村
85.3

85.2 ＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ

大淀町 94.2

94.2

変動なし 五條市 93.2

93.2

変動なし 天川村 86.5

86.5

変動なし「健康」であるが前年度よりも上昇
このグラフは、各市町村のラスパイレス指数を全国平均との比較の視点から、次のように分類して作成したもの。「健康」：ラスパイレス指数が全国平均未満「要治療」：ラスパイレス指数が全国平均以上

資料４４資料４４資料４４資料４４

 44　



5

105

249

226

231

145

136

110

89

57

55

51

38

25

26

30

23

57

33

30

21

0 50 100 150 200 250

３人台４人台５人台６人台７人台８人台９人台１０人台１１人台１２人台１３人台１４人台１５人台１６人台１７人台１８人台１９人台２０～２４人台２５～２９人台３０～３９人台４０人以上
平成２４年全国市平成２４年全国市平成２４年全国市平成２４年全国市区区区区町村町村町村町村における奈良県内市町村のにおける奈良県内市町村のにおける奈良県内市町村のにおける奈良県内市町村の人口１千人あたり職員数人口１千人あたり職員数人口１千人あたり職員数人口１千人あたり職員数のののの状況状況状況状況

御杖村 東吉野村(↑1,641位:23.24人)   (↑1,643位:23.36人)  曽爾村 十津川村(↑1,670位:26.92人)   (↓1,683位:28.78人)  川上村 下北山村 天川村(↑1,695位:.30.44人)   (↑1,699位:30.80人) (↑1,719位:38.51人)

少

多

○比較的人口が多く、住宅地域が密集している団体ほど、人口１千人あたり職員数は小さくなる傾向がある。○人口が少ない団体ほど、人口１千人あたり職員数が多くなる傾向がある。○公営企業会計及び消防部門の職員数を除いた職員数で算出。○平成２４年定員管理調査の職員数と住民基本台帳に基づく人口（平成24年3月３１日現在）に基づき算出。

団体数（全国）

山添村(↑1,557位:18.35人)    

天理市 大淀町 平群町(↓871位:8.34人) (↑882位:8.42人)     (↑901位:8.55人)  
五條市 川西町(↓1,125位:10.31人)   (↑1,149位:10.51人)  御所市 河合町 高取町(↑978位:9.15人)  (↓983位:9.16人)  (↓1,089位:9.95人)田原本町 桜井市 葛城市 上牧町(↓648位:7.27人) (↑680位:7.41人) (↓731位:7.60人) (↓768位:7.77人)

三宅町 明日香村 下市町 吉野町(↓1,367位:13.28人) (↑1,370位:13.29人)    (↑1,374位:13.36人)  (↓1,389位:13.66人)

黒滝村 野迫川村 上北山村(↑1,723位:41.05人)   (↑1,731位:50人)    (↑1,733位:52.39人)
資料４５資料４５資料４５資料４５

人

口

１

千

人

あ

た

り

職

員

安堵町 宇陀市(↓1,298位:12.03人)   (↑1,329位:12.54人)  

奈良市 斑鳩町 橿原市 大和高田市 三郷町(↓423位:6.25人) (↓429位:6.27人) (↑448位:6.40人) (↑449位:6.41人) (↓488位:6.59人)生駒市 広陵町 香芝市 王寺町 大和郡山市(↑140位:5.16人)    (↓143位:5.17人) (↑194位:5.38人) (↓238位:5.51人) (↓259位:5.58人)※括弧内は、全国1,742団体における順位。↑は前年順位より上昇。↓は前年順位より低下したことを示す。

県内市町村県内市町村県内市町村県内市町村人口１千人人口１千人人口１千人人口１千人あたり職員数あたり職員数あたり職員数あたり職員数【【【【７．２６人７．２６人７．２６人７．２６人】】】】 全国市町村全国市町村全国市町村全国市町村人口１千人人口１千人人口１千人人口１千人あたり職員数あたり職員数あたり職員数あたり職員数【【【【６．４５人６．４５人６．４５人６．４５人】】】】
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県内県内県内県内12市の市の市の市の職員数の推移職員数の推移職員数の推移職員数の推移 葛城市（＋1.7）橿原市（▲13.9）大和高田市（▲14.5）生駒市（▲14.7）香芝市（▲18.7）全国市町村計（▲19.0）桜井市（▲19.5）五條市（▲19.9）奈良市（▲21.1）天理市（▲26.0）大和郡山市（▲33.5）宇陀市（▲36.2）御所市（▲38.3）県内市町村の職員数が最も多かった平成８年を１００として、その後の各団体の職員数を比較合併を行った団体の合併前の数値については、構成団体の数値を合算したもの※職員数は各年度４月１日現在 （ ）内の数値は、
H.8 とH.24の比較増減ポイント数を示す。
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県内県内県内県内15町の職員数の推移町の職員数の推移町の職員数の推移町の職員数の推移 安堵町（▲13.4）田原本町（▲13.5）川西町（▲13.8）三宅町（▲18.7）全国市町村計（▲19.0）斑鳩町（▲23.2）吉野町（▲23.8）平群町（▲25.2）上牧町（▲26.5）三郷町（▲28.3）広陵町（▲29.3）大淀町（▲29.6）河合町（▲30.8）王寺町（▲34.1）高取町（▲36.4）下市町（▲38.7）

資料４７

県内市町村の職員数が最も多かった平成８年を１００として、その後の各団体の職員数を比較

※職員数は各年度４月１日現在

（ ）内の数値は、
H.8 とH.24 の比較増減ポイント数を示す。
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県内県内県内県内12村の職員数の推移村の職員数の推移村の職員数の推移村の職員数の推移 十津川村（▲16.9）曽爾村（▲17.9）天川村（▲18.7）全国市町村計（▲19.0）御杖村（▲21.4）東吉野村（▲26.6）下北山村（▲26.8）野迫川村（▲27.9）黒滝村（▲28.1）山添村（▲29.8）上北山村（▲32.2）川上村（▲36.1）明日香村（▲37.0）

資料４８

県内市町村の職員数が最も多かった平成８年を１００として、その後の各団体の職員数を比較※職員数は各年度４月１日現在 （ ）内の数値は、
H.8 とH.24 の比較増減ポイント数を示す。
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　奈良県内各市町村の職員数の健康診断表（全国平均を目安に「健康」と「要治療」に区分） 資料４９資料４９資料４９資料４９
全国平均以上 全国平均未満

減少
増加

「要治療」であるが前年度よりも減少 「健康」でかつ前年度よりも減少

大和郡山市△211

△178

＋33 安堵町△12

△2

＋10 広陵町 △54

△59 ＋5人
斑鳩町 △36

△38 ＋2人吉野町△8

△4

＋4人 生駒市△18

△12

＋6人
高取町 △7△7

変動なし

王寺町 △16△13

△3人大和高田市△15＋20

△35人葛城市香芝市△118△40

△78人
三郷町 △14△13

△1人
大淀町 △16△14

△2人山添村＊ △10△7

△3人 川西町 △6△4

△2人河合町 △7△4

△3人

曽爾村＊ ＋8

＋6 ＋2人

奈良市 ＋380

＋356 ＋24人

野迫川村＊ ＋20

＋19 ＋1人
天川村＊ ＋27

＋22

+5人橿原市 ＋82

＋65 ＋17人 天理市 ＋98

＋72 ＋26人

黒滝村＊ ＋18

＋15 ＋3人五條市 ＋54

＋46 ＋8人
上北山村＊ ＋21

＋18 ＋3人
桜井市 ＋59

＋24 ＋35人

下北山村＊ ＋12

＋9 ＋3人
十津川村＊ ＋14

△3 ＋17

三宅町 ＋4

△3 ＋7人

宇陀市＋112

＋92△20人平群町＋31

＋27△4人 御杖村＊＋10

＋8△2人
上牧町＋18

＋12△6人 御所市＋19

＋14△5人

＊小規模団体（人口５千人未満）においては、全国平均との差が過大になる傾向（計算上の誤差）があるため参考値とされる。
市町村名平成23年度全国平均との差 平成24年度－平成23年度（全国平均との差の増減）平成24年度全国平均との差※各項目の見方

７団体

９団体

１４団体

６団体

○職員数が全国平均より少ない団体は１６団体で、このうち９団体が前年度よりも減少し、６団体が増加、１団体は変動なし。○職員数が全国平均より多い団体は２３団体で、このうち７団体が前年度よりも減少し、１４団体が増加、２団体は変動なし。※ 全国平均：人口規模と産業構造が似た全国の市町村（類似団体）ごとに算出した職員数の平均値※ 平成２４年定員管理調査の職員数と類似団体別職員数（平成２４年４月１日現在）に基づき算出。
△88△50

△38人

東吉野村＊ ＋2

△2 ＋4人

川上村＊ 18

18

変動なし明日香村 18

18

変動なし

田原本町＋40

＋32△8人

「要治療」でかつ前年度よりも増加 「健康」であるが前年度よりも増加

下市町＋2

＋1△1人

県内市町村計
＋438

＋434 ＋4人

このグラフは、各市町村の職員数を全国平均との比較の視点から、次のように分類して作成したもの。「健康」：職員数が全国平均未満「要治療」：職員数が全国平均以上
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資料５０
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94
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180.0未満180.0～180.9
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182.0～182.9

183.0～183.9

184.0～184.9

185.0～185.9

186.0～186.9

187.0～187.9

188.0～188.9

189.0～189.9

190.0～190.9

191.0～191.9

192.0～192.9

193.0～193.9

194.0～194.9

195.0～195.9

196.0～196.9

197.0～197.9

198.0～198.9

199.0～199.9

200.0～200.9

201.0～201.9

202.0～202.9

203.0～203.9

204.0～204.9

205.0以上
○全国1,742団体と比較すると、上北山村、野迫川村、下北山村などの順位が低く、天理市、桜井市、平群町、橿原市などの順位が高い。○全国平均以上の団体数は１３、全国平均未満の団体数は２６となっている。

団体数（全国）

桜井市 206.2 天理市 207.9(1,695位)        (1,719位)
明日香村 201.1 斑鳩町 201.7(1,536位)          (1,570位) 全国平均１９７．５

「要治療」（全国平均以上）

「健康」（全国平均未満）

奈良市 202.5(1,609位)
山添村 199.8(1,462位)
三郷町 193.3 曽爾村 193.6(958位)          (980位) 
香芝市 196.2 下市町 196.5 王寺町 196.5 河合町 196.6(1,190位) (1,209位)        (1,209位)        (1,220位)

上北山村 163.1 野迫川村 166.5 下北山村 172.9 天川村 175.5(13位)              (20位)               (66位)              (92位）

田原本町 191.1 安堵町 191.4 東吉野村 191.6 黒滝村 191.7（768位） （793位） (814位)            (818位) 

経常収支比率＋ラスパイレス指数の計が202.0～202.9である団体数（全国）

※括弧内は、全国1,742団体における順位。また、全国平均（197.5）は、経常収支比率の全国平均（90.7）とラスパイレス指数の全国平均（106.8）を足したもの。※「健康」とは、全国平均（197.5）未満であることをいう。「要治療」とは、全国平均（197.5）以上であることをいう。

平成２４年度全国市区町村における奈良県内各市町村の経常収支比率とラスパイレス指数の計の状況
平群町 204.2(1,661位)橿原市 203.7(1,650位)

御所市 200.1 大和郡山市 200.2 宇陀市 200.3(1,478位)          (1,484位 )          (1,493位) 生駒市 198.1(1,347位)大和高田市 197.5(1,296位)高取町 195.1(1,111位)吉野町 194.9(1,092位)広陵町 192.6 五條市 192.6(889位)         (889位) 
大淀町 189.2(613位)御杖村 188.3(558位)
川上村 184.2          (317位)上牧町 182.4(248位) 川西町 181.5 十津川村 181.6(225位) (229位)
三宅町 185.4 葛城市 185.9(384位)          (409位) 
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平成２４年度奈良県内各市町村の経常収支比率とラスパイレス指数の内訳
平成２４年度奈良県内各市町村の経常収支比率とラスパイレス指数の内訳

経
常
収
支
比
率

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

経常収支比率＋ラスパイレス指数

資料５１
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要改善 経常収支比率 良好

各都道府県の経常収支比率（市町村平均）と将来負担比率（市町村平均）の相関関係○岐阜県、長野県、徳島県など１６団体は経常収支比率・将来負担比率ともに全国平均未満となっている。○東京都、大分県、群馬県の３団体は経常収支比率は全国平均以上であるが将来負担比率は全国平均未満となっている。○富山県、島根県、鳥取県など１４団体は経常収支比率は全国平均未満であるが将来負担比率は全国平均以上となっている。○奈良県を含む京都府、広島県、神奈川県など１４団体は経常収支比率・将来負担比率ともに全国平均以上となっている。
資料５２

北海道
青森県

岩手県宮城県 秋田県山形県
福島県茨城県栃木県群馬県埼玉県千葉県

東京都（将来負担比率0.0未満）

神奈川県 新潟県 富山県石川県
福井県 山梨県

長野県岐阜県（将来負担比率0.0未満）
静岡県愛知県 三重県 滋賀県

京都府

大阪府 兵庫県奈良県奈良県奈良県奈良県和歌山県 鳥取県
島根県

岡山県
広島県

山口県
徳島県

香川県愛媛県高知県福岡県
佐賀県長崎県

熊本県
大分県 宮崎県鹿児島県 沖縄県

-50.0
0.0

50.0
100.0
150.0
200.0 80.085.090.095.0100.0

○ともに「健康」経常収支比率：全国平均未満（「健康」）将来負担比率：全国平均未満（「健康」）○一方が「要治療」経常収支比率：全国平均以上（「要治療」）将来負担比率：全国平均未満（「健康」）

○ともに「要治療」経常収支比率：全国平均以上（「要治療」）将来負担比率：全国平均以上（「要治療」） ○一方が「要治療」経常収支比率：全国平均未満（「健康」）将来負担比率：全国平均以上（「要治療」）

全国平均

全国平均
良

好

将

来

負

担

比

率

要

改

善

※※※※「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。※※※※「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。
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奈良市
大和高田市大和郡山市天理市橿原市桜井市 五條市御所市

生駒市

香芝市

葛城市

宇陀市

山添村

平群町

三郷町斑鳩町安堵町 川西町
三宅町田原本町曽爾村

御杖村

高取町

明日香村

上牧町

王寺町

広陵町

河合町

吉野町

大淀町

下市町

黒滝村
天川村 野迫川村（経常収支比率68.8）

十津川村
下北山村（将来負担比率-130.8）

上北山村（経常収支比率67.8）
川上村（将来負担比率-316.0）

東吉野村

-100.0

-50.0

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0 75.080.085.090.095.0100.0105.0
要改善 経常収支比率 良好

良

好

将

来

負

担

比

率

要

改

善

全国平均

全国平均
奈良県内各市町村の経常収支比率と将来負担比率の相関関係○川上村、下北山村、上北山村など１４団体は経常収支比率・将来負担比率ともに全国平均未満となっている。○黒滝村、山添村、王寺町など８団体は経常収支比率は全国平均以上であるが将来負担比率は全国平均未満となっている。○上牧町と香芝市の２団体は経常収支比率は全国平均未満であるが将来負担比率は全国平均以上となっている。○河合町、平群町、奈良市など１５団体は経常収支比率・将来負担比率ともに全国平均以上となっている。

資料５３

○ともに「健康」経常収支比率：全国平均未満（「健康」）将来負担比率：全国平均未満（「健康」）○一方が「要治療」経常収支比率：全国平均以上（「要治療」）将来負担比率：全国平均未満（「健康」）

○ともに「要治療」経常収支比率：全国平均以上（「要治療」）将来負担比率：全国平均以上（「要治療」） ○一方が「要治療」経常収支比率：全国平均未満（「健康」）将来負担比率：全国平均以上（「要治療」）※※※※「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。「健康」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均未満であることをいう。※※※※「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。「要治療」とは、経常収支比率・将来負担比率が全国平均以上であることをいう。
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奈良市大和高田市
大和郡山市天理市 橿原市桜井市
五條市御所市

生駒市
香芝市

葛城市
宇陀市山添村

平群町
三郷町

斑鳩町
安堵町 川西町三宅町田原本町曽爾村 御杖村高取町明日香村

上牧町

王寺町
広陵町河合町吉野町 大淀町下市町 黒滝村

天川村
野迫川村（経常収支比率68.8）十津川村

下北山村上北山村（経常収支比率67.8）

川上村東吉野村

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0 75.080.085.090.095.0100.0105.0

○ともに「健康」経常収支比率：全国平均未満（「健康」）ラスパイレス指数：全国平均未満（「健康」）○一方が「要治療」経常収支比率：全国平均以上（「要治療」）ラスパイレス指数：全国平均未満（「健康」）

○ともに「要治療」経常収支比率：全国平均以上（要治療」）ラスパイレス指数：全国平均以上（「要治療」） ○一方が「要治療」経常収支比率：全国平均未満（「健康」）ラスパイレス指数：全国平均以上（「要治療」）
要改善 経常収支比率 良好

低

ラ

ス

パ

イ

レ

ス

指

数

高

全国平均

全国平均
奈良県内各市町村の経常収支比率とラスパイレス指数の相関関係○下北山村、天川村、上北山村など１５団体は経常収支比率・ラスパイレス指数ともに全国平均未満となっている。○河合町、下市町、吉野町など１８団体は経常収支比率は全国平均以上であり、ラスパイレス指数は全国平均未満となっている。○生駒市の１団体は経常収支比率は全国平均未満であり、ラスパイレス指数は全国平均以上となっている。○平群町、天理市、桜井市など５団体は経常収支比率・ラスパイレス指数ともに全国平均以上となっている。

資料５４

このグラフは、各市町村の経常収支比率・ラスパイレス指数を全国平均とこのグラフは、各市町村の経常収支比率・ラスパイレス指数を全国平均とこのグラフは、各市町村の経常収支比率・ラスパイレス指数を全国平均とこのグラフは、各市町村の経常収支比率・ラスパイレス指数を全国平均との比較の視点から、次のように分類して作成したもの。の比較の視点から、次のように分類して作成したもの。の比較の視点から、次のように分類して作成したもの。の比較の視点から、次のように分類して作成したもの。「健康」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均未満「健康」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均未満「健康」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均未満「健康」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均未満「要治療」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均以上「要治療」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均以上「要治療」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均以上「要治療」：経常収支比率・ラスパイレス指数が全国平均以上
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